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「乳酸菌生成 工 キス」には、 ペプチドバリカン と 核酸が含まれていることが 予備試験で 
判明している。 両 物質は、 免疫担当細胞に 対して免疫増強 ( 補助 ) 物質として機能して 
いると考えられる。 そこで以下のような、 動物試験による 実証を試みた。 
実験は老齢マウスでおこない、 「乳酸菌生成 工 キス」投与マウス とョ巨 投与マウスのパイ 

エ ル板を比較検討した。 
その結果、 「乳酸菌生成エキス」に 顕著なアジュバント ( 免疫増強 ) 効果があ ることが 

判明した。 
「乳酸菌生成 工 キス」には免疫力を 調整する機能があ ると考察される。 

[ 材料と方法 ] 
「乳酸菌生成エキス」は、 飲料水に加えて 6 週 齢と 5 8 週 齢 の故旧 R マウスに飲ませた。 

投与後 1  .  2  ,  4  ,  6  ,  8  ,  「 0  日目に回腸パイ エ ル枝 (PP,  Peyer,s  patches)  を摘出、 

凍結切片を作成し、 免疫組織科学的に 検索した。 一次抗体はラット 抗 マウス CD4  mAb. ウサ 
ギ抗 ki67 pAb などを使用した。 

 
 

[ 結果と考察 ] 
投与「円目の PP に CDllb 陽性 T 細胞の活性化儀が 観察された 
投与 6 一 8 日目の pp に CD4 陽性 丁 細胞の活性化儀 と 、 これに関連して B 細胞の分裂と 増殖 像が 

観察された。 
細胞壁のぺ プ チドバリ ヵンと 核酸が「乳酸菌生成 工 キス」に含まれている。 使用した てウ 

スは SPF であ るが無菌動物ではない。 これらの成分は 腸内に進入してきた 非病原性細菌やウ 
イルスに対してアジュバントとして 働き、 免疫の増強に 関与すると推察される。 
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写真Ⅰ 老齢マウス (58 週 齢 ) のパイ エ ル根 
( 乳酸菌生成 工 キス非投与 ) 

細胞分裂中心に 加齢による 
退縮が見られる。 


